
統合による効果

＜経営の効率化＞
・収益の増加
＜利用者へのサービスの向上＞
①新規利用者の多様化
・小児、・神経難病
・終末期ケアを要する者
・がんで症状コントロール　
　を要する者等
＜職員の力量向上・負担軽減＞
①研修参加の増加
②専門領域をもつスタッフ
　増加→全体の看護の向上
③夜勤携帯当番回数の減少
　統合前：ステーション①：5回/月、
　　　　　　ステーション②：10回/月
　→統合後は2～5回/月
④休暇取得の増加
＜新規事業の展開＞
・療養通所介護の開始
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同一法人①ステーション
・従事者数（常勤換算）
　看護職員：9.5人
　PT・OT・ST：2.0人
　事務等：1.0人
・利用者数（/月）
　介護保険：92人
　健康保険：32人
・収益（/月）：590万円
・課題：新規利用者を増やせな
い／新規事業の実施が困難
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同一法人②ステーション
・従事者数（常勤換算）
　看護職員：3.5人
　PT・OT・ST：0.8人
　事務等：0.4人
・利用者数（/月）
　介護保険：37.5人
　健康保険：13.3人
・収益（/月）：275万円

・課題：経営効率が悪い
（※値は利用者比で按分）
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統合①’ステーション
・従事者数（常勤換算）
　看護職員：11.1人
　PT・OT・ST：2.8人
　事務等：0.9人
・利用者数（/月）
　介護保険：130人
　健康保険：50人
・収益（/月）：940万円
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